
2022 年度 入学試験 解答例等

数　学

（前期日程）

数学の個別学力検査では、入学後の理工系科目を学ぶ上で必要な知識や理解を問
う問題を出題しました。解答が数式または数値で明記できるものについて、その一
例を下に示しますが、これと同等な他の表現もありえます。
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2022年度入学試験 解答例

理　科　（物理）

（前期日程）

物理の個別学力検査では，入学後の理工学系科目を学ぶ上で必要な知識や理解を問う問題
を出題しました。解答を一例として示しますが，これと同等な他の表現もありえます。
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2022年度入学試験 解答例 

理 科 （化学） 

（前期日程） 

 

化学の個別学力検査では，入学後の理工系科目を学ぶ上で必要な知識や理解を問う問題を

出題しました。解答を一例として示しますが，これと同等な他の表現もありえます。 

 

 

(1) 2.4 g/cm3 

(2) （イ）:  SiO2     +  2C    →   Si   +   2CO  など  
  （ウ）:  SiO2     +   Na2CO3    →   Na2SiO3   +   CO2  など 

(3) 多孔質で表面積が大きく水分子を吸着することができる。 

(4) 0.060 mol 

(5) (a) 正極： PbO2  +  4H+  +  SO4
2–  + 2e–   →  PbSO4  +  2H2O  など 

     負極： Pb   +  SO4
2–   →   PbSO4   +  2e–  など 

 (b) 正極：+ 3.2 g  負極：+ 4.8 g 

(6) 反応によって生じる塩化鉛（II）や硫酸鉛（II）が常温では難溶性で鉛の表面を覆うため。 

 

  

 

(1) 物質の蒸気圧が外圧と等しくなる温度が沸点となる。 
(2) A：78 K  B：90 K 

(3) いずれも無極性分子であるので、分子間力は分子量が小さいほど小さくなり沸点は低く

なる。沸点の低い A が窒素である。 

(4) 物質：A  比の値：4.7 

(5) 0.36 mol 

(6) 75 K 

(7) (a) A：0.20×105 Pa   B：0.40×105 Pa  (b) 1.5×105 Pa (c) 72 K 
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(1) (a) （ア）リン酸 （イ）RNA （ウ）ウラシル （エ）水素  

 (b)  

 (c) 塩基との結合： 1  （ア）との結合： 3, 5 
 (d)  (i)（ろ） (ii)（は） (iii)（に） 
 

(2) (a)  G-A-A-S-G 
 (b)  PbS 
 (c) キサントプロテイン反応：７種のアミノ酸のうち、陽性の原因になるのはベンゼン環

を持つフェニルアラニン。フェニルアラニンは、問題文よりペプチド II には含まれず、
(a)よりペプチド I にも含まれないので、ペプチド III に含まれている。従って陽性。 

  ビウレット反応：問題文より、ペプチド II の両端は酸性のアスパラギン酸と塩基性のリ
シンで、(b)より硫黄を含むシステインも含まれるので、最低でも３個のアミノ酸からな
る。(a)よりペプチド I は５個のアミノ酸なので，ペプチド III は２個以下のアミノ酸から
なる。従って陰性。 
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2022年度入学試験 解答例 

外 国 語（英 語） 

（前期日程） 

 

英語の個別学力検査では、基本的な読解力とコミュニケーション能力に加え、平易な英文

を辞書無しで読み進んでいける語彙力・文法力や、あるトピックをひとつのパラグラフ程度

にまとめられる英作文能力を測ることを意図しています。 

 

１ 

（正解） 

1 2 3 4 5 

A B D B A 

 

6 7 8 9 10 

D B B C C 

 

11 12 13 14 15 

D D A C C 

 

２ 

（解答例） 

① 温室ガス排出の原因 

② 人類の活動全て 

③ 産業工程 

④ 二酸化炭素の発生が避けられない 

⑤ コンクリート内に閉じ込める 

⑥ より強固なコンクリートを作る 

 

 

３ 

（出題意図） 

本問の目的は、効果的に体系化された長文の論証を英語で書き、その中で自己の見解

を述べ、その見解を持つに至った理由を明らかにする能力が受験者にあるかどうかを測

ることであり、以下の能力の測定を中心とする。 

 

・自己の見解を述べる 

・その見解への適切な理由を提供する 

・それら理由への支持を具体的に示す 

・わかりやすい文を書く 

・まとまりがあり筋の通った論理的な文を構成する 




